
第２回実証研究連絡会 

 

 

 
 
 

日時 令和５年１０月１２日（木） 
１４：００～１６：００ 

会場 県立図書館多目的ホール 
              

 
 

会 議 次 第 
 

１ 開  会 
 

      ２ 挨  拶 
 
      ３ 県教委説明              （14:07～14:20） 
 

４ 協議・報告 
（１）４市町からの進捗状況について    （14:20～14:40） 

    【学校部活動の地域移行等向けた実証研究】 
     ○玉野市 

   ○備前市 
   〇早島町 
   〇和気町 
 

（２）情報共有              （14:40～15:50） 
 
５ そ の 他               （15:50～15:57） 

 
６ 閉  会 



実証研究連絡会委員
任期R6.3.8まで(敬称略）

氏　名 職 名 等 備 考

1 髙岡　敦史 岡山大学大学院教育学研究科准教授

2 寶藏　光辰 玉野市教育委員会社会教育課　課長

3 土田　健太 玉野市教育委員会社会教育課　主幹

4 東田　隆哉 備前市教育振興部小中一貫教育課　主査 欠席(代理)地域移行課副参事 岡田　真理

5 山本　敏博 備前市文化スポーツ部地域移行課　課長

6 吉見　一成 早島町教育委員会　生涯学習課　課長

7 赤堀　恵一 早島町教育委員会　学校教育課　係長 欠席

8 大河原崇視 和気町教育委員会　学校教育課　課長代理

9 石野　和紀 和気町教育委員会　学校教育課　主事

10 小島　  亨 岡山県中学校長会　副会長

11 那須　拓孝 岡山県中学校体育連盟　会長 欠席

12 山江　健太 公益財団法人岡山県スポーツ協会　主事

13 國富　聖子 岡山県中学校文化連盟　会長

14 小原　敏彦 岡山県中学校吹奏楽連盟　会長 欠席

15 中西　  健 岡山県文化連盟　事務局長

（事務局）

1 片岡　敏行 岡山県教育庁保健体育課長

2 神田　尚美 岡山県教育庁保健体育課副課長

3 山下　丈晴 　　　　　〃　　　　　総括副参事

4 𠮷山　隆志 　　　　　〃　　　　　指導主事（主幹）

5 宮崎　准二 　　　　　〃　　　　　指導主事（主幹）

6 滝澤　幸隆 岡山県教育庁生涯学習課長

岡山県環境文化部スポーツ振興課主任 欠席

7 國分　優子 岡山県教育庁生涯学習課総括副参事

8 石川　雄大 　　　　　〃　　　社会教育主事（主任）

11 岸本　真治 岡山県環境文化部文化振興課総括参事

9 緒方　清美 岡山県環境文化部スポーツ振興課総括参事

10 川藤　圭一
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玉野市教育委員会社会教育課　課長

 　　　　　　　      

玉野市教育委員会社会教育課　主幹

　

備前市文化スポーツ部地域移行課　副参事

備前市文化スポーツ部地域移行課　課長

早島町教育委員会生涯学習課　課長

和気町教育委員会学校教育課　課長代理

和気町教育委員会学校教育課　主事

○

○ ○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○

県教育庁保健体育課

総括主幹

桑原　秀和

県環境文化部文化
振興課

総括参事

県環境文化部スポー
ツ振興課

𠮷山　隆志

○

○

○

第２回実証研究連絡会　座席表
県立図書館多目的ホール

○

○

○

土田　健太

寳藏　光辰

岡田　真理（代理）

岡山県中学校長会　副会長

県中学校文化連盟　会長

小島　　亨

國富　聖子

○

○

○

岡山県文化連盟　事務局長

中西　　健

地域移行支援アドバイザー

長尾　政則

地域移行支援アドバイザー

向井　　彰

地域移行支援アドバイザー

吉見　一成

大河原　崇視

石野　和紀

山本　敏博
○

○

○

○○

総括副参事

國分 優子

県教育庁生涯学習課課

課長 副課長

県教育庁保健体育課

地域移行支援アドバイザー

三宅　厚自

岸本　真治 緒方　清美

岡山大学大学院教育学研究科　准教授

髙岡　敦史

指導主事（主幹）総括参事

○

白井　福美

滝澤 幸隆

課長

片岡 敏行 神田　尚美
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R5.9月末時点

現状・課題

【中学校】実証研究に係る進捗状況整理表

実施自治体 玉野市教育委員会社会教育課

現状）検討中
課題）受益者負担の項目（保険料、指導者謝
金）

これからの取組

取組）学校教育課と協議

取組）参加者の保険加入、指導者との協議、調整

対象中学校数及び学校部活動
【７校】

未定）・バスケットボール・陸上部・野球部・吹奏楽部・美術部　等々

年度当初の課題

各
課
題
別
の
状
況

(

方
向
性
、

進
捗
状
況
　
等

)

・教員・保護者・生徒
への説明

・受益者負担の検討

・会場確保・生徒輸送
手段の確保

・希望する教員の兼職
兼業の許可

・対象中学校、対象部
活動の選定

・保険会社との提携

・指導者の配置、休日
の部活動の地域クラ
ブ活動の開始

現状）検討中
課題）指導者の確保
　　　　地域クラブ化のための体制づくり

現状）検討中
課題）日時・場所・説明者・説明方法

取組）実証事業を行う既存の部活動の選定

取組）学校教育課と協議
　　　　　　↓
　　　　教職員への説明

現状）検討中
課題）兼職兼業の希望教員への周知
　　　　学校長の許可

現状）検討中
課題）実証事業を行う既存の部活動の選定

現状）保険会社検討中
課題）保険プランの選定
　　　　申し込み方法
　　　　参加者の募集方法

取組）実証事業による検証
　　　　　↓
　　　 地域移行できる部活動からしていく

　　

現状）検討中
課題）実証事業を行う既存の部活動の選定

取組）実証事業を行う既存の部活動の決定

取組）複数の保険会社への見積り依頼
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R5.9月末時点

現状・課題

【中学校】実証研究に係る進捗状況整理表

実施自治体 備前市文化スポーツ部スポーツ振興課

今後、地域移行が進んでいくと検討が必要になる
と考えている。

生徒輸送については、運転手やバスなどの運送
手段、経費の予算化の検討が必要。
吹奏楽部の会場が学校となった場合、地域の指
導員が校舎の開錠できるか、鍵の管理をしても
らってもよいか検討する。

対象中学校数及び学校部活動
【５校】

陸上競技部、サッカー部、剣道部、アーチェリー部、吹奏楽部、ゆるスポ

年度当初の課題 これからの取組

保護者、生徒へのお知らせの配布を検討。

各
課
題
別
の
状
況

(

方
向
性
、

進
捗
状
況
　
等

)

・教員・保護者・生徒
への説明

各中学校の部活動顧問に対して説明を実施
した。保護者、生徒への説明は未実施。

・受益者負担の検討 現在は未検討。

・会場確保・生徒輸送
手段の確保

運動部については、合同練習となっても、中
学校グラウンドが会場とできる見込みだが、
吹奏楽については合同練習となった場合に
は、会場場所の確保、楽器の搬送が課題と
なっている。

・ 希望する教員の兼
職兼業の許可

今のところ、希望者なし。
自分が教えている部活への兼職兼業がしたい先
生もいる。

地域移行の状況により、登録を実施していく予
定。

・ 指導者の募集、登
録

指導をしていただける方を各競技団体等から
教えてもらっている。

同じ基準で支払いできるよう調整する。・ 謝礼等について
要項を作成している。
運動部と文化部で基準が異なる。
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R5.9月末時点

現状・課題

【中学校】実証研究に係る進捗状況整理表

実施自治体 早島町教育委員会社会教育課

まずは、体制整備を行い、その後検討をしていき
たい。

まずは、体制整備を行い、その後検討をしていき
たい。

対象中学校数及び学校部活動
【１校】

軟式野球部、ソフトテニス部、剣道部、卓球部、サッカー部、バレーボール部、
バスケットボール部、吹奏楽部

年度当初の課題 これからの取組

８月に新町長の体制となり、部活動の地域移行に
向けた体制整備について再検討を行う必要があ
る。

各
課
題
別
の
状
況

(

方
向
性
、

進
捗
状
況
　
等

)

・ 教員・保護者・生徒
への説明

運動部活動については、町としての方針
を確認の上、進めていく必要があるが、８
月に新町長の体制となり、体制整備に向
けて協議中である。そのため、教員・保護
者・生徒への説明はできていない。
また、吹奏楽部については、部活動指導
員や顧問教員に体制整備の現状を報告
しながら進めることができている。

・受益者負担の検討
受益者負担の検討を行うことができてい
ない。

・ 希望する教員の兼
職兼業の許可

兼職兼業の許可の検討を行うことができ
ていない。

・ 一部休日の部活動
の地域クラブ活動の
開始

部活動の地域クラブ活動と呼べるもので
はないが、卓球部や剣道部では、平日や
休日も含めて部活動指導員が中心となっ
て活動をしている。その他の部活動も指
導員が中心となって活動しつつある。

部活動指導員の役割と、学校の教員の役割を明
確にし、休日の部活動の地域移行に向けて、部活
動指導員だけで活動できる部活動を増やしてい
く。

吹奏楽部の休日の地域移行に向けて協議会を開
催し、協議した内容に基づき、少しずつ取り組みを
前進させていきたい。

・ 地域移行協議会
の設置

吹奏楽部の地域移行に向けて、岡山市・
早島町エリアで活動している吹奏楽団と
信頼関係の構築を目指して話し合いをス
タートした。団体の代表、部活動指導員、
吹奏楽部顧問、生涯学習課で連携を取り
ながら、今後の活動や課題について協議
を継続していく。

希望する団体がいれば、今後も、 ニーズに合わ
せた地域クラブ活動の種目・分野の検討を行って
いく。

・ ニーズに合わせた
地域クラブ活動の種
目・分野の検討

学校に設置することができていないス
ポーツ活動（ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・少林寺）について
は、地域クラブ活動として参加できること
を、周知している。

・ 施設開放の条例
の検討

施設開放の条例の検討を行うことができ
ていない。

まずは、吹奏楽部と地域の団体との活動が軌道
に乗った後、施設開放の条例について検討してい
く予定である。
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R5.9月末時点

現状・課題 これからの取組

各
課
題
別
の
状
況

(

方
向
性
、

進
捗
状
況
　
等

)

・指導者の資質向上に
向けた取組

・ 部活動設置活動（吹
奏楽）の受け皿設置

・ 休日の部活動の地
域クラブ活動の開始

・保護者を含めた町民全体に向け、広報誌に
「休日の部活動の地域移行の取組がはじまっ
ています」という記事を掲載
・総合型スポーツ和気クラブ作成のチラシを
夏季休業前に学校経由で生徒に配付
▲チラシ配付後、目立った中学生参加数の伸
びは見られない

・吹奏楽の受け皿整備に関する周知
・令和７年度以降の休日の部活動の在り方につい
て現小学生及び保護者への周知

・休日の部活動に代わる受け皿の周知、理解
促進のため、本年度は、中学生のクラブ等参
加費を町が負担

・生徒負担金をどのように扱うかの協議及び決定
事項の周知（集金しないor一旦集金後、年度末に
返還）

・町営バスは平日のみ運行しており、土休日
は町役場の倉庫で保管
・昨年度、部活動の地域移行に向けた検討委
員会の中で、町営バス運行管理部署長から
「町資産であるバスを貸借するには、クラブ
が法人格を取得し、町と対等に契約を結ぶ体
制づくりが不可欠だ」との方針が示され、令
和５年度中に、クラブが法人格取得を目指す
方向性を確認

・町営バスの貸借契約締結の前提となる、総合型
スポーツ和気クラブの一般社団法人化が本年末に
は完了する見込みであり、来年当初にかけ、クラ
ブと町とで協議を行い、早ければ、令和６年４月
からの稼働を目指したい。

・少なくとも、現在、中学校にある部活動の
受け皿は町内に確保するという方針
・特に団体種目について、町の中学生だけで
は試合参加が不可能なクラブについては、他
の自治体の受け皿との連携が必要（例：野
球、サッカー）

・現在、受け皿がない団体種目（野球、サッ
カー）の設置可否の検討（野球は動きが立ち消え
たため、他の自治体との連携を模索）
・スポーツ少年団、和気クラブいずれにも属して
いない柔道団体との協議（クラブの傘下に入るこ
とで国の補助金等の活用の可能性）

・コアメンバー３名（いずれも吹奏楽経験
者）による吹奏楽クラブ（仮称）を和気クラ
ブ内に設置
・理事長、コアメンバー、町教委による中学
校吹奏楽部（同好会）顧問、校長との懇談会
を開催

・11月５日（日）に第１回活動日を設定予定
（以後、月１回日曜午後３時間程度を予定）
・楽器は２中学校で使用していないものを活動
ベースに常置し、楽器なしの生徒も自由に参加で
きる環境を整備予定

・休日の地域移行が実現している種目：剣道
・・・土曜日の活動は、従来は学校管理下の部活
動として行っていたが、８月頃より、町スポーツ少
年団の活動に中学生が参加するようになった。

【中学校】実証研究に係る進捗状況整理表

実施自治体 和気町教育委員会社会教育課

対象中学校数及び学校部活動
【２校】

野球部、ソフトテニス部、陸上競技部、武道（剣道）部、卓球部、吹奏楽部（吹奏楽同好会）

・現時点で、部活動から地域クラブ活動への完全移行
の見通しは立っていないが、部活動参加生徒のうち、
休日等のクラブ活動に参加する生徒はいるので、そ
の数を増やしていけるよう、町広報誌を活用した周知
を実施予定

▲地域の方に参画を求める場合、中学生を
「指導」することの抵抗感（荷が重い、指導
経験がない等）を多くの人がもっている。
・「指導者をお願いしたい」ではなく、「中
学生を含めた愛好者で一緒に活動しません
か？」という「パートナー」的な位置づけが
大切

・町が包括連携協定を締結しているIPU（環太平
洋大学）の先生を招聘した指導者研修会を11月
26日（日）に学び館「サエスタ」で開催予定
テーマ：スポーツにおける体罰・ハラスメント防
止、中学生期のトレーニング、特別支援の視点を
踏まえたスポーツ指導

・ クラブに部活動未設
置スポーツ（バドミント
ン）設置

・ 対象部活動とクラブ
との連携

・和気中学校ソフトテニス部、陸上競技部、
卓球部、佐伯中学校ソフトテニス部に総合型
スポーツ和気クラブ指導者を部活動指導員と
して配置
・各部顧問、校長、クラブ理事長、指導者、
町教委との懇談会を開催

・学期に１回程度、指導状況や当該部員のクラブ
の活動への参加状況等の確認が必要

・本年度、バドミントンクラブが設置された
が、現時点で中学生の参加はない

・小中学生への周知
・来年度からの県総体等への参加に向けた指導者
の資格取得準備

年度当初の課題

・教員・保護者・生徒
への説明

・受益者負担の検討

・ 生徒輸送手段の確
保に向けた検討

・ 対象部活動の選定
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「
部
活
動
の
地
域
連
携
・
移
行
に
向
け
た
環
境
整
備
事
業
」

第
２
回
意
見
交
換
会
資
料
（
県
環
境
文
化
部
主
催
）
よ
り

「
部
活
動
の
地
域
連
携
・
移
行
に
向
け
た
環
境
整
備
事
業
」
　
各
競
技
団
体
実
態
調
査
票
結
果
（
ス
ポ
ー
ツ
団
体
）

競
技
団
体
名

１
　
受
け
皿
と
し
て
可
能
か

２
　
指
導
者
数

３
　
指
導
可
能
人
数

４
　
指
導
可
能
な
地
域

５
　
「
で
き
る
」
こ
と

６
　
要
望
す
る
こ
と

県
：
指
導
者
の
報
酬

市
町
村
：
活
動
場
所
の
確
保

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
現
時
点
で
は
不
明
だ
が
、
可
能

3
9
6
人

不
可
能

・
現
在
指
導
者
資
格
を
有
す
る

者
の
ほ
と
ん
ど
が
自
チ
ー
ム
を

指
導
し
て
い
る
た
め
。

・
指
導
者
の
報
酬
、
活
動
場
所
の
確
保
が
整
備

さ
れ
た
う
え
で
、
協
会
所
属
の
コ
ー
チ
有
資
格

者
へ
の
呼
び
か
け

・
指
導
者
及
び
活
動
場
所
の
確
保

・
費
用
負
担
へ
の
補
助

陸
上
競
技

す
で
に
各
地
域
で
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

や
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

普
及
委
員
会
が
中
心
に
な
り
、

県
内
５
地
区
に
分
け
、
年
間
１

～
２
回
指
導
し
て
い
る

・
地
域
に
お
け
る
練
習
会
の
開
催
（
指
導
者
の

派
遣
）

・
安
全
で
効
果
的
な
活
動
を
行
う
た
め
の
指
導

者
の
育
成
（
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄ
ｺ
ｰ
ﾁ
・
ｼ
ﾞ
ｭ
ﾆ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾁ
）

軟
式
野
球

不
可
能

・
現
時
点
で
、
地
域
の
現
状
が
把
握

で
き
て
い
な
い
た
め
。

不
明

・
部
活
動
の
廃
止

ペ
タ
ン
ク

可
能

・
支
部
協
会
、
ク
ラ
ブ
が
あ
る
市
町

村
2
5
人

可
能
（
2
5
人
）

・
基
本
的
に
ル
ー
ル
が
簡
単
で

手
軽
に
で
き
る
た
め
、
資
格
の

必
要
が
な
い
。

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
井
原
市
、

笠
岡
市
、
総
社
市
、
備
前
市
、

瀬
戸
内
市
、
赤
磐
市
、
真
庭

市
、
浅
口
市
等

・
地
域
で
定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

が
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
。

・
ペ
タ
ン
ク
の
よ
う
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
一
つ
と
し
て
育
成
し
て
ほ
し

い
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
可
能

・
岡
山
市
、
倉
敷
市

約
1
0
人

既
存
の
ク
ラ
ブ
の
み
で
あ
れ
ば

可
能

・
既
存
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

加
入
し
て
も
ら
え
た
ら
、
全
力
で
指
導
す
る
。

・
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
保
護
者
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
方
法
を
考
案
し
て
も
ら
い
た
い
。

カ
ヌ
ー

活
動
場
所
の
確
保
や
用
具
の
整
備
が

で
き
れ
ば
可
能

４
人

不
可
能

・
指
導
可
能
な
時
間
の
不
足

・
現
時
点
で
は
な
い

県
：
活
動
場
所
の
確
保
、
用
具
の
整
備

市
町
村
：
選
手
、
支
援
者
の
確
保

テ
ニ
ス

不
可
能

・
県
全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
が
困
難

1
2
5
人

不
可
能

・
指
導
者
が
個
人
で
活
動
し
て

い
る
た
め

・
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
と
配
布

・
指
導
者
研
修
会
の
実
施

武
術
太
極
拳

不
可
能

・
指
導
者
が
高
齢
の
た
め
、
受
け
皿

に
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
中
・
高
で

条
件
に
合
え
ば
可
能
で
あ
る
。

3
0
～
5
0
人

不
可
能

・
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
の
指
導
者
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
津
山
市
、

井
原
市
、
笠
岡
市
、
総
社
市
、

高
梁
市
、
美
作
市
に
限
ら
れ

る
。

・
不
定
期
で
学
校
等
へ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
指
導

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

不
可
能

・
本
協
会
は
、
加
盟
す
る
チ
ー
ム
の

統
括
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
特
定
の

チ
ー
ム
を
持
っ
て
い
な
い
。

指
導
的
立
場
に
あ

る
組
織
が
な
い

協
会
内
に
指
導
的
立
場
に
あ
る

組
織
を
設
置
し
、
地
域
横
断
的

に
指
導
す
る
体
制
が
整
備
で
き

れ
ば
可
能

・
指
導
要
請
の
あ
る
地
域
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
指

導
力
が
あ
る
加
盟
チ
ー
ム
な
ど
に
派
遣
要
請

し
、
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
た
だ
し
、
競
技
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
間
を
通
じ
て
定
期
的
な
指
導
は
困
難
で
あ

る
。

県
：
様
々
な
種
別
活
動
を
目
的
と
し
た
総
合
型
地

域
S
C
（
事
務
局
設
置
）
な
ど
の
活
動
拠
点
づ
く

り
。

市
町
村
：
単
位
活
動
エ
リ
ア
の
基
準
作
り
と
活
動

拠
点
に
対
す
る
活
動
資
金
の
助
成
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
含
め
た
活
動
場
所
の
提
供
及
び

調
整

・
要
望
が
あ
る
地
域
で
検
討
す
る
ほ
か
な
い
た

め
、
本
連
盟
に
打
診
し
て
も
ら
い
た
い
。

県
：
報
償
費
等
の
回
収
、
支
払
い
シ
ス
テ
ム
の
確

立 市
町
村
：
活
動
場
所
の
確
保

剣
道

可
能

・
県
内
全
市
町
村
で
可
能

授
業
協
力
者

9
5
人

社
会
体
育
指
導
員

8
4
人

可
能
（
す
で
に
活
動
し
て
い

る
）

指
導
者
の
居
住
地
及
び
隣
接
市

町
村

・
指
導
者
養
成
講
習

・
指
導
者
人
材
確
保

県
・
市
町
村
：
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
。

県
：
予
算
措
置

市
町
村
：
窓
口
（
意
見
交
換
会
等
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

謝
金
等
の
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
可
能

7
0
人

約
2
0
人
（
コ
ー
チ
１
～
４
）

指
導
者
の
居
住
地
や
指
導
場
所

に
よ
る

岡
山
市
、
倉
敷
市
等

・
指
導
者
（
指
導
員
）
の
確
保
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【
そ
の
他
の
意
見
】

・
学
校
周
辺
道
場
へ
の
見
学
、
体
験
会
の
参
加
に

向
け
た
理
解
と
説
明

・
当
連
盟
と
の
連
携

空
手
道

学
校
周
辺
の
連
盟
加
盟
道
場
で
あ
れ

ば
可
能

約
6
0
人

約
6
0
人

郡
市
連
盟
加
盟
道
場
の
責
任
者

学
校
周
辺
の
連
盟
加
盟
道
場

・
学
校
と
周
辺
道
場
の
協
力

・
「
空
手
道
」
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
て
青
少
年
健
全
育
成
を
行
う
の
か
を
話

し
合
う

・
体
験
会

1
1
人

可
能
（
約
４
人
）

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
津
山
市

・
指
導
と
指
導
環
境
の
調
整

県
：
国
、
自
治
体
、
競
技
団
体
と
の
連
携
を
取
っ

て
も
ら
い
、
予
算
等
の
問
題
を
ど
う
ク
リ
ア
し
て

い
く
か
の
旗
振
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
弓
道
場
の
整
備

弓
道

可
能

・
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
玉
野
市
、
総

社
市
、
津
山
市
、
井
原
市

1
3
0
人

可
能
（
5
0
人
）

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
玉
野
市
、

総
社
市
、
津
山
市
、
井
原
市
、

浅
口
市
、
高
梁
市

・
弓
道
場
の
開
放

・
指
導
者
の
派
遣

銃
剣
道

今
後
の
勤
務
状
況
に
よ
っ
て
は
可
能

1
0
人

駐
屯
地
の
勤
務
状
況
次
第
で
は

可
能

奈
義
町
近
隣

・
銃
剣
道
通
じ
て
の
人
間
形
成

山
岳

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
予
算
と
指
導
者
育
成
の
助
成
が
あ
れ

ば
可
能

・
財
政
支
援

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ
、
協
力
に
向
け
た
働
き
か
け

少
林
寺
拳
法

現
時
点
で
は
不
明
だ
が
、
可
能

約
8
0
人

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
可
能

指
導
者
は
県
内
に
点
在
し
て
い

る
が
、
現
在
特
定
は
で
き
な

い
。

・
現
在
、
中
学
武
道
必
修
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
徐
々
に
効
果
が
表
れ
て
い
る
の
で
、
学
校

へ
の
発
信
と
協
力
体
制
の
確
立
を
進
め
る
。

・
活
動
場
所
の
確
保

ボ
ウ
リ
ン
グ

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
協
力
、
学
校
や
行

政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
れ
ば
可
能

2
0
人

可
能
（
５
人
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
あ
る
市
町
村

・
競
技
力
向
上
に
向
け
た
技
術
指
導

・
地
域
や
学
校
の
紹
介

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

可
能

・
津
山
市
、
真
庭
市

1
5
人

可
能
（
５
人
）

津
山
市
及
び
真
庭
市
内
は
可
能

津
山
・
真
庭
の
小
・
中
学
校

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
）
等
へ
の
指
導

等
・
積
極
的
な
呼
び
か
け

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

可
能

・
岡
山
市
、
倉
敷
市

約
3
0
人

謝
礼
と
時
間
が
マ
ッ
チ
す
れ
ば

可
能

岡
山
市
、
倉
敷
市

・
ス
ポ
ー
ツ
初
心
者
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
る

部
活
内
容

・
選
手
、
生
徒
の
募
集
活
動
支
援

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
不
可
能

・
現
状
で
は
困
難
。

約
2
0
人

場
所
や
時
間
帯
、
時
期
に
よ
っ

て
、
指
導
可
能
な
指
導
者
が
見

つ
か
れ
ば
可
能

岡
山
市
内

（
指
導
者
の
居
住
エ
リ
ア
）

・
指
導
者
の
育
成
及
び
指
導
資
格
の
取
得
促
進

・
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
体
育
祭
や
学
校
行
事
の
応
援
活
動
が
必
要
な

時
期
に
限
定
し
て
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
体

験
、
習
得
で
き
る
よ
う
な
短
期
集
中
的
な
取
組

・
情
報
提
供

セ
ー
リ
ン
グ

指
導
者
の
謝
礼
、
安
全
の
確
保
が
あ

れ
ば
可
能

約
1
0
人

１
と
同
じ

牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

渋
川
海
岸

・
ヨ
ッ
ト
競
技
力
の
向
上

・
普
及
活
動

受
け
入
れ
に
対
す
る
補
助
金
等
の
支

給
が
あ
れ
ば
可
能

約
2
0
人

冬
季
限
定
な
ど
指
導
機
関
の
設

定
、
大
会
や
合
宿
へ
の
参
加
が

あ
れ
ば
可
能

真
庭
市
、
鏡
野
町

・
競
技
の
専
門
的
な
指
導

・
競
技
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と

ラ
イ
フ
ル
射
撃

受
け
入
れ
場
所
や
設
備
の
整
備
が
で

き
れ
ば
可
能

７
人

指
導
者
の
指
導
時
間
の
確
保
、

活
動
場
所
が
高
校
３
校
及
び
県

射
場
で
あ
れ
ば
可
能

岡
山
市
（
御
津
射
場
、
高
松
農

業
高
校
）
、
倉
敷
市
（
倉
敷
翠

松
高
校
）
、
高
梁
市
（
高
梁
城

南
高
校
）

・
指
導
者
の
派
遣

県
：
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
や
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
な
ど

の
競
技
設
備
の
整
備

市
町
村
：
小
・
中
学
生
が
使
用
で
き
る
施
設
の
使

用

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
や
経
験
者
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
岡
山
市
で
可
能

2
4
人

可
能
（
数
名
）

岡
山
市

・
指
導
力
の
向
上
（
ク
ラ
ブ
運
営
、
指
導
方

法
、
指
導
技
術
等
）

・
中
学
校
か
ら
競
技
を
離
れ
る
子
供
が
多
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
「
部
活
動
が
あ
る
か
ら
」
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ー
競
技
の
当
事
者
と
し
て
は
、
部
活
動
は
子
ど
も
を
奪
う
弊
害
で
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
部
活
動
が
な
く
な
る
こ
と
に

は
賛
成
で
あ
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
確
保

・
指
導
料
の
支
援

・
競
技
団
体
へ
の
補
助
金

・
保
護
者
の
経
済
的
負
担
へ
の
支
援

綱
引
き

現
在
チ
ー
ム
が
あ
る
地
域
で
は
可
能

だ
が
、
指
導
者
が
少
な
い
た
め
、
現

実
的
に
は
不
可
能

１
人

（
有
資
格
者
）

赤
磐
市
と
真
庭
市
で
現
在
活
動

し
て
い
る
地
域
で
、
選
手
に
も

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
可
能

赤
磐
市
（
山
陽
）
、
真
庭
市

（
月
田
）

・
競
技
と
し
て
の
「
綱
引
き
」
の
普
及

・
活
動
場
所
の
提
供

ス
キ
ー
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約
1
3
0
人

・
陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、
木
工
、
金
工
、
七
宝

な
ど
の
伝
統
工
芸
技
術
を
中
学
生
が
学
ぶ
ク
ラ

ブ
が
あ
れ
ば
、
指
導
に
協
力
が
で
き
る
。

「
部
活
動
の
地
域
連
携
・
移
行
に
向
け
た
環
境
整
備
事
業
」
　
各
競
技
団
体
実
態
調
査
票
結
果
（
文
化
団
体
）

競
技
団
体
名

１
　
受
け
皿
と
し
て
可
能
か

２
　
指
導
者
数

３
　
指
導
可
能
人
数

４
　
指
導
可
能
な
地
域

５
　
「
で
き
る
」
こ
と

６
　
要
望
す
る
こ
と

・
経
費
と
時
間
の
確
保

吹
奏
楽

可
能

3
0
0
人

可
能

県
内
全
域
（
会
員
が
い
な
い
地

域
は
困
難
）

・
指
導
者
の
確
保

・
情
報
提
供

・
サ
ポ
ー
ト

・
財
政
、
活
動
場
所
、
指
導
者
（
兼
職
兼
業
）
の

確
保

少
年
少
女
合
唱

不
可
能

・
対
象
が
幅
広
い
た
め
会
費
を
徴
収

し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の
サ

ポ
ー
ト
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
。

４
人

不
可
能

・
１
と
同
じ

総
社
地
域

・
校
種
別
の
対
応
が
で
き
れ
ば
と
は
思
う
が
、

現
実
的
に
困
難
。

美
術
技
家

今
後
の
検
討
次
第
で
可
能

約
1
0
0
人

日
時
、
場
所
、
内
容
次
第
で
は

可
能

県
内
全
域
（
会
員
が
い
な
い
地

域
は
困
難
）

・
中
学
校
美
術
部
の
指
導
、
企
画
、
提
案
等

・
美
術
部
と
地
域
文
化
活
動
と
の
つ
な
が
り
の

企
画
、
提
案
等

・
本
協
会
と
共
同
で
の
展
覧
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
練
習
会
の
企
画
、
提
案
、
開
催
等

・
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
と
活
動
へ
の
協
力

・
予
算
の
確
保
と
至
急
体
制
の
確
立
と
実
施

日
本
工
芸
会

中
国
支
部

ニ
ー
ズ
と
会
員
作
家
の
希
望
や
居
住

地
な
ど
が
マ
ッ
チ
す
れ
ば
可
能

・
学
校
現
場
の
教
員
の
意
向
と
保
護
者
の
意
向
に

沿
う
よ
う
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
現
場
の
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

・
講
師
の
登
録
と
そ
の
条
件

日
本
舞
踊

可
能

・
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
瀬
戸
内
市
、

赤
磐
市
等

1
0
人

可
能
（
５
人
）

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
瀬
戸
内

市
、
赤
磐
市
等
中
心
に
県
内
全

域

・
日
本
舞
踊
、
所
作
、
舞
台
化
粧
、
舞
踊
着
付

け
指
導

・
舞
踊
の
鑑
賞
体
験

県
：
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
動
し
た
い

　
　
小
・
中
・
高
で
の
出
前
講
座
、
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
参
加

市
町
村
：
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
動
し
た
い

　
　
学
校
等
で
の
出
前
講
座
、
放
課
後
教
室
、
ク

ラ
ブ
活
動
へ
の
参
加

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

可
能

・
備
前
、
備
中
地
域

７
人

活
動
場
所
と
時
間
が
確
保
で
き

れ
ば
可
能
（
３
人
）

岡
山
市
内
か
ら
１
時
間
圏
内
の

場
所

・
合
奏
及
び
楽
器
の
指
導

・
会
場
の
確
保

・
音
量
等
地
域
住
民
の
理
解

・
和
太
鼓
等
機
材
運
搬
の
支
援

民
謡
民
舞

可
能

・
岡
山
市
内

1
0
人

可
能
（
３
人
）

県
内
（
プ
ロ
と
し
て
活
動
し
て

い
る
会
員
）

民
謡
：
三
味
線
、
笛
、
唄
、
和
太
鼓
。
全
国
民

用 民
舞
：
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
踊
り
や
地
域

の
盆
踊
り
、
全
国
民
舞

県
：
指
導
者
の
交
通
費
、
指
導
に
必
要
な
資
料
等

の
経
費
の
補
助

市
町
村
：
施
設
の
無
料
使
用

和
太
鼓

可
能

・
県
内
全
域
又
は
、
各
団
体
地
域
内

約
4
0
人

可
能
（
約
4
0
人
）

県
内
全
域
又
は
、
各
団
体
地
域

内
・
技
術
指
導
及
び
青
少
年
育
成
等

・
広
報

俳
人

可
能

・
岡
山
市
、
赤
磐
市

８
人

可
能
（
３
人
）

岡
山
市
、
赤
磐
市

・
俳
句
ク
ラ
ブ
の
生
徒
を
指
導
者
が
主
催
す
る

句
会
に
招
い
て
の
指
導

・
日
時
が
合
え
ば
、
指
導
者
が
学
校
に
出
向
い

て
の
指
導

・
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
の
た
め
の
補
助
金
の
継
続

歌
人

可
能

・
岡
山
市
及
び
周
辺
地
域

不
明

可
能
（
５
人
）

岡
山
市
及
び
周
辺
地
域

・
短
歌
の
作
り
方
入
門

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
っ
て
も
、
多
少
の
協

力
金

・
教
委
、
各
学
校
等
の
積
極
的
な
協
力

連
句

可
能

・
県
内

４
人

可
能
（
４
人
）

県
内

・
俳
句
の
元
で
あ
る
連
諧
の
連
歌
（
連
句
）
を

伝
え
る
こ
と

・
古
典
の
魅
力
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り

川
柳

可
能

・
県
内
全
域

3
0
人

可
能
（
1
0
人
）

岡
山
か
ら
笠
岡
ま
で
の
南
部
、

津
山
市
、
久
米
南
町

・
講
座
等
に
お
け
る
作
句
指
導

・
学
校
、
自
治
体
単
位
で
募
集
し
た
句
の
選
考

ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
可
能

・
岡
山
市
、
倉
敷
市

５
人

可
能

岡
山
市
、
倉
敷
市

・
指
導
者
育
成

・
初
心
者
へ
の
指
導
、
対
局
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教生企第４０２号 
令和５年９月２７日 

  
県 立 中 学 校 長 
県立中等教育学校長  

     岡山県教育委員会教育長 
      

 
県立中学校等における休日の学校部活動の在り方について（通知） 

 
 このことについて、スポーツ庁・文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り

方等に関する総合的なガイドライン」（令和４年１２月）において、国は、令和５年度から

令和７年度までの３年間を改革推進期間と位置付け、休日の学校部活動の段階的な地域連

携や地域クラブ活動への移行を推進しているところです。 
 これを受け、岡山県教育委員会としても、県立中学校及び県立中等教育学校前期課程（以

下「県立中学校等」という。）における方向性を次のとおりとしますので、積極的に取組ん

でいただきますようよろしくお願いします。 
 

記 
 

１ 方向性 国の方向性を踏まえて、休日の学校部活動の在り方を検討する。 
 
２ 各学校において本年度中に行う取組 
（１）教員・生徒（入学予定者を含む。）・保護者への説明を行う。 
（２） 部活動ごとの方向性を検討し、改革推進期間におけるロードマップの作成を行う。 
（３）平日の学校部活動の延長として、練習試合や公式試合、地域活動への参加を休日 

に行う場合の取扱いを検討する。 
 
３ 県教育委員会が行う支援 

（１）学校からの要請があれば、PTA 総会や入学者選抜説明会等で保護者等への説明を 
行う。 

（２）関係部局、関係団体等と連携し、県内のスポーツ団体（スポーツ少年団、総合型 
地域スポーツクラブ、社会人スポーツクラブ）や文化芸術団体（市町村文化協会・ 
文化連盟、県内芸術家、岡山県文化連盟）との調整を行い、生徒が選択可能な地域 
クラブの情報を提供する。 

（３）その他、必要な支援を行う。 
 
【問合せ先】 
（運動部） 
岡山県教育庁保健体育課 学校体育班 
指導主事（主幹）宮崎 准二 
TEL：086-226-7592 

（文化部） 
岡山県教育庁生涯学習課 企画推進班 
社会教育主事（主任）石川 雄大 
TEL：086-226-7596 

 

殿 
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